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個人線量計測データ活用手法の検討

○石井利明、内山恵三（東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 福島本部 除染推進室）

１．はじめに 

１時間単位に個人被ばく線量を計測可能な D-シャトルや、1 分単位に個人被ばく線量を計測可能な DOSEe 
nano が自治体などで活用されている。これら計測データは、年間被ばく線量の正確な推定や被ばく低減の検

討など、様々な分野で活用できる。筆者らは、これら計測データを目的に合わせて集計、可視化、分析を行い、

リスクコミュニケーション（リスコミ）にも活用できるツールを開発してきた（１）。本論文では、その後取り

組んできた個人線量計測データの活用手法について報告する。

２．被ばく線量計測結果の報告書作成機能

D-シャトルは福島県内の自治体において数多く配布されている。この広く利用されている個人線量計の各

個人の計測データから、日単位、月単位に集計、分析を行い、報告書作成までを一貫して実施するツールを開

発した。図１は日ごとの計測データを月単位に集計した結果である。2015 年 6 月 5 日から 12 月 31 日までの

実測データと 2016 年 1 月 1 日から 6 月 4 日までの予想データを集計し、年間の被ばく線量を予想した結果が

グラフ化されている。予想データは実測データから１日の被ばく線量の平均値を求め、予想対象の日数と平均

値を掛けることによりもとめている。この他に、１時間ごとの計測データを日単位に集計する機能も実現して

いる。この報告書をもとに、年間の予想被ばく線量や、被ばく線量の高い時間帯・曜日の結果をもとにリスコ

ミにも活用ができるものになっている。

３．ＧＰＳを用いた被ばく線量マップ機能

被ばく線量は、行動パターン（場所と時間）の影響を受けている。筆者らは、DOSEe nano の計測結果と行

動パターンをもとに、行動に応じた被ばく線量を可視化するツールを開発してきた（１）。しかし、分刻みで変

わる行動パターンを正確に記録することは、計測者にとって大変な労力となる。そこで今回、計測結果と GPS

から、行動パターンに応じて線量値を地図上にプロットする被ばく線量マップを開発した（図２参照）。 

(1)滞在時の被ばく線量マップ：滞在場所を自動的に判別し、滞在場所での被ばく線量を地図上にマップする

GPS データから滞在場所を判定する方法は以下。

①指定速度以上のデータを削除 ②近隣点の判定（移動時間と距離が指定時間内でかつ、指定距離内の地点） 

③近隣点の集合を滞在と判定 ④滞在地点のまとめ（指定範囲内の連続した滞在を１つの滞在と判定）

(2)移動時の被ばく線量マップ：指定時間間隔の平均被ばく線量を閾値ごとに色を変えて地図上にマップする

行動パターンと被ばく線量を総合的に把握することができる。

４．まとめ 

個人線量計測データを可視化し、リスコミにも活用できるツールを開発した。今後は空間線量値の取り込み

や、数年後の被ばく線量のシミュレーション機能などの追加を行い、より有用なものに仕上げる予定である。 

 

 

図１ D-シャトル報告書の例          図２ GPSを用いた被ばく線量マップの例 

文献(1)内山恵三・石井利明：“個人線量計により測定した被ばく線量の活用・表現方法の検討” 日本原子

力学会「2015年春の年会」 

作成日：2016年6月1日

様

2015年6月5日　～　2015年12月31日　～　2016年6月4日

マイクロシーベルト（μSv)　（自然放射線量を含む）

マイクロシーベルト（μSv)　（自然放射線量を含む）

○月別積算線量を表示しております。

※積算線量の値には、自然放射線の値が含まれております。

積算線量 701.5 最大線量 10.0

2016年05月 59.4 2016年05月 1.9

2016年06月 7.7 2016年06月 1.9

2016年03月 59.4 2016年03月 1.9

2016年04月 57.5 2016年04月 1.9

2016年01月 59.4 2016年01月 1.9

2016年02月 55.6 2016年02月 1.9

2015年11月 52.9 2015年11月 3.6

2015年12月 58.2 2015年12月 4.0

2015年09月 67.7 2015年09月 10.0

2015年10月 50.2 2015年10月 3.9

2015年07月 47.6 2015年07月 1.8

2015年08月 76.3 2015年08月 9.4

月別積算線量一覧　ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ（μSv) 月別最大線量一覧　ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ（μSv)

2015年06月 49.6 2015年06月 5.6

D-シャトル報告書
（予想積算線量）

○○

 積算期間：

 積算線量： 402.5

 予想積算線量： 701.5
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